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1.長寿命化修繕計画の目的

1）背景

・笠間市が管理する橋梁は、令和 4年 3月現在、348 橋あり、日常のパトロールにより適切に維

持管理を行っている。

・笠間市が管理する 348 橋のうち、今回橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁は、橋長 15ｍ以上の

橋梁 76 橋、橋長 15ｍ未満の橋梁 272 橋であり、供用年数が 50 年以上の橋梁は 14 橋ある。

・今後、供用年数が 50 年以上となる橋梁の割合は、10 年後には 17％であるが、20 年後には

26％程度、30 年後には 89％程度となり、急激に増大する。

・1970 年代から 2000 年にかけて高速道路の建設による跨道橋の架設数が 20 橋ある。

・このような背景から、市内道路網の安全・安心の確保と、今後、増加が見込まれる橋梁の修

繕、架替えに要するコスト縮減が喫緊の課題である。

建設から 50年が経過した橋梁の割合

2）目的

・ 笠間市が管理する橋梁は 348 橋あるが、その多くが高度経済成長時に建設されており、今

後、高齢化が急速に進み、劣化損傷による第三者被害の危険、大規模補修や架け替えによる

膨大な費用及び損傷や工事に伴う通行規制による社会的損失等が急増する事が予測される。

市内道路網の安全・安心の確保と、市民生活に不可欠な道路ネットワークの恒久的な提供を

限られた財源で行うため、従来の「対症療法型」から計画的な「予防保全型」に転換するこ

とにより、維持管理費の縮減・平準化が図れ、将来的な財政負担の低減が図れる様に、平成

26年度に「橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、計画に基づき修繕を進めてきた。

本計画は、前回策定した計画から 5年が経過したため、最新の点検結果を基に、より現状

に即した計画へと見直すものとする。

: 供用年数50年未満

: 供用年数50年以上
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2.長寿命化修繕計画の対象橋梁

長寿命化修繕計画の対象となる橋梁を下記に示す。

3.老朽化対策（健全度の把握及び日常的な維持管理）に関する基本的な方針

1）健全度の把握の基本的な方針

・橋梁の健全度を把握するために、「橋梁点検の手引書 平成27年6月」に基づき定期点検を

5年毎に実施する。また、地震等の大規模災害が発生した時は、緊急点検を実施する。

2）日常的な維持管理に関する基本的な方針

・橋梁を良好な状態に保つために、日常的な維持管理として、パトロールや清掃などの実施を

徹底する。

4.対象橋梁の長寿命化及び修繕に係る費用の縮減に関する基本的な方針

【基本方針】

従来の事後的な保全（対症療法型）ではなく、計画的な予防（予防保全型）により橋梁を延命

化することで、市内道路網の安全・安心の確保をするとともに、修繕にかかる維持管理費の縮減・

平準化を図る。

また、近接して架設されている橋梁及び代替路がある橋梁は、今後地域の情勢等に配慮しなが

ら令和１０年度までに２橋程度の集約化・撤去による約３百万円程度の維持管理費のコスト縮減

効果を検討していきます。維持管理費を削減するために、３つの維持管理レベルを設定する。

5.新技術等の活用に関する基本的な方針

点検については、情報通信技術（ＩＣＴ）やロボットなどの新技術活用の検討及び点検・診断

技術の高度化・効率化に取り組むことで、維持管理に必要なデータ収集の効率化や点検費用を

令和１０年度までの５年間で約２百万円の削減等を図っていくとともに管理する３４８橋のうち、

約１割の橋梁で新技術の活用を目指します。

修繕についても、積極的に新技術の活用を検討し、従来工法と比較して確実性・費用対効果が

見込めるものについては採用していく。

1 級市道に

位置する

橋梁

2級市道に

位置する

橋梁

その他市道

に位置する

橋梁

合計

うち鉄道・

道路を跨ぐ

橋梁

全管理橋梁数 46 34 285 348 21

うち計画の対象橋梁数 15 7 50 72 21

うちこれまでの計画策定橋梁数 15 7 50 72 21

うち H31 年度計画策定橋梁数 46 34 285 348 21

※長寿命化修繕計画の対象：笠間市が管理する橋梁 348 橋を計画の策定対象とする。

維持管理レベル 交差条件 橋梁数

レベルⅠ 鉄道・道路 ２１

レベルⅡ 河川 ４８

レベルⅢ その他・15m 未満 ２７９
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6.対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期

様式 1-2 による
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7.長寿命化修繕計画による効果

長寿命化修繕計画を策定する 348 橋について、今後 50年間の総事業費を比較すると、従来の

対症療法型が 436 億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が 64 億円となり、

コスト縮減効果は 372 億円となる。

また、計画的に維持管理することで、市内道路網の安全・安心が確保される。

対症療法型と予防保全型の累計事業費の比較

8.計画策定担当部署

１）計画策定担当部署

笠間市 都市建設部 管理課（道路） TEL0296-77-1101（代表）


